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本
書
は
麻
田
貞
雄
名
誉
教
授
の
「
知
的
自
叙
伝
」（
教
授
自
身
い
わ
く 

T
h

e
 
E
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c
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S
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d
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o
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）
で
あ
る
（
本
書
i
頁
）。

つ
ま
り
、
歴
史
学
者
麻
田
貞
雄
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
過
程
や
決
定
的
要
因
が
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
学
者
・
知
識
人
の
学
説
や
学
風
を

よ
り
深
く
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
人
物
の
人
生
に
お
け
る
軌
跡
や
彼
（
女
）
が
直
面
し
て
き
た
社
会
的
環
境
を
知
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
書
は
麻
田
教
授
に
関
し
て
そ
の
よ
う
な
機
会
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
。

　

麻
田
教
授
は
一
九
三
六
年
生
ま
れ
。
同
志
社
中
学
・
高
校
を
経
て
、
一
九
五
四
年
に
グ
ル
ー
基
金
第
二
期
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
ら
れ

た
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
あ
る
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
で
勉
強
さ
れ
、
一
九
五
八
年
に
卒
業
。
そ
の
後
、
一
九
六
三
年
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
歴
史
学
部
か

ら
博
士
号
を
取
得
。
同
年
に
日
本
に
帰
国
さ
れ
、
同
志
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
に
研
究
員
（
助
手
待
遇
）
と
し
て
勤
務
を
始
め
ら
れ
た
。

法
学
部
に
助
教
授
と
し
て
移
籍
さ
れ
た
の
が
一
九
七
二
年
。
す
ぐ
に
教
授
に
昇
進
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
に
退
職
す
る
ま
で
数
多
く
の
後
進
を

育
て
ら
れ
た
。
麻
田
教
授
に
薫
陶
を
受
け
た
も
の
で
現
在
、
大
学
で
教
鞭
を
と
る
も
の
は
一
〇
数
名
に
上
る
。
さ
ら
に
は
か
な
り
の
数
の
も
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の
が
海
外
で
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。

　

麻
田
教
授
を
良
く
知
る
三
輪
公
忠
氏
（
上
智
大
学
名
誉
教
授
）
は
「
細
谷
千
博
博
士
を
戦
後
日
本
に
お
け
る
外
交
＝
軍
事
＝
国
際
政
治
史

に
お
け
る
第
一
世
代
の
泰
斗
と
す
る
な
ら
ば
、
麻
田
貞
雄
さ
ん
は
、
そ
の
第
二
世
代
の
頂
点
に
位
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。」
と
教
授
の
学

問
的
業
績
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る（

1
）。

実
際
、
日
本
に
い
な
が
ら
も
英
語
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
議
論
・
貢
献
が
で
き
る
外
交
史
学
者
、

さ
ら
に
歴
史
学
の
上
だ
け
で
は
な
く
、
言
語
・
文
化
・
教
養
の
面
に
お
い
て
さ
え
ア
メ
リ
カ
人
の
同
僚
と
対
等
に
や
り
あ
え
る
―
そ
し
て

意
気
投
合
で
き
る
―
日
本
人
「
国
際
史
家
」
は
麻
田
教
授
の
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

麻
田
教
授
は
、
一
九
九
三
年
に
東
京
大
学
出
版
会
か
ら
上
梓
さ
れ
た
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
―
海
軍
と
政
策
決
定
過
程
』
で
一
九
九

四
年
度
吉
野
作
造
賞
を
受
賞
さ
れ
た
後
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
集
大
成
と
し
て
二
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〇
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を
、
そ
し
て
そ
の
翌
年
に
は　
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を
出
版
さ
れ
て
い
る（

2
）。

ま
た
英
語
論

文
部
門
に
お
い
て
も
大
活
躍
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
大
学
（U

S N
aval W

ar C
ollege

）
か
らE

dw
ard S. M

iller H
istory 

P
rize

、
一
九
九
八
年
に
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
（A

m
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istorical A
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）
か
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を
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
を
た
た
え
て
、
母
校
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
は
二
〇
〇
八
年
の D

istinguished A
chievem

ent 

A
w

ard 

を
麻
田
教
授
に
与
え
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
そ
の
筆
力
は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
磨
き
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
活
躍
ぶ

り
で
あ
る
。

　

で
は
、こ
の
よ
う
な
「
歴
史
学
者
麻
田
貞
雄
」
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
至
っ
た
知
的
成
長
過
程
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

答
え
を
見
つ
け
る
べ
く
本
書
『
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
へ
の
道
』
を
開
か
れ
た
読
者
は
、
次
の
よ
う
な
章
立
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か

れ
る
で
あ
ろ
う
。
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謝　

辞
序　

章　

留
学
の
光
と
影

第
一
章　

助
走
（
一
九
四
五
―
五
四
年
）

第
二
章　

カ
ー
ル
ト
ン
時
代　

そ
の
一　
（
一
九
五
四
―
五
六
年
）

第
三
章　

夏
の
幕
間
―
キ
ャ
ン
プ
、
工
場
労
働
体
験
、
無
銭
大
陸
旅
行

第
四
章　

カ
ー
ル
ト
ン
時
代　

そ
の
二　
（
一
九
五
六
―
五
八
年
）

第
五
章　

イ
ェ
ー
ル
大
学
院
時
代
（
一
九
五
八
―
六
三
年
）

第
六
章　

帰
国
後　

同
志
社
大
学　
（
一
九
六
三
―
二
〇
〇
六
年
）

お
わ
り
に

附
録　

グ
ル
ー
基
金
の
設
立
―
グ
ル
ー
と
樺
山
愛
輔

　

本
書
の
大
部
分
が
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
麻
田
教
授
は
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
、
膨
大
な
量
に
の
ぼ
る
手
紙
を
ご
実
家

に
宛
て
ら
れ
た
が
、
ご
両
親
は
そ
れ
ら
を
保
管
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。
今
回
、
そ
れ
ら
の
手
紙
は
、
本
書
執
筆
に
際
し
て
の
貴
重
な
第
一
次
資

料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
半
世
紀
前
に
起
こ
っ
た
事
柄
で
も
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
（
と
り
わ
け

一
九
五
〇
年
代
の
）
一
大
留
学
記
あ
る
い
は
青
年
時
代
の
海
外
冒
険
記
と
し
て
、
従
来
の
も
の
と
比
べ
て
も
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

　

し
か
し
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
我
々
の
関
心
は
「
知
的
自
叙
伝
」
と
し
て
の
本
書
の
性
格
で
あ
る
。
こ
の
視
点
に
立
て
ば
、
重
要
な

の
は
「
麻
田
青
年
の
ア
メ
リ
カ
体
験
」
そ
の
も
の
よ
り
も
、「
麻
田
青
年
の
ア
メ
リ
カ
体
験
」（
第
二
章
か
ら
第
五
章
）
と
「
麻
田
青
年
の
そ

の
後
の
日
本
体
験
」（
第
六
章
）
と
の
間
の
緊
張
関
係
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
焦
点
を
あ
て
て
本
書
を
論
じ
て
い
こ
う
。

　
（
二
三
四
七
）
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麻
田
教
授
は
そ
の
強
烈
な
個
性
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
一
種
の
パ
ズ
ル
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
知
識
人
麻
田
貞
雄
―
「
人

間
麻
田
貞
雄
」
と
い
い
か
え
て
も
良
い
―
と
い
う
パ
ズ
ル
を
解
く
鍵
が
本
書
に
見
い
出
せ
る
。

　

麻
田
教
授
の
学
者
と
し
て
の
基
盤
、
さ
ら
に
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
九
年
間
に
及
ぶ
ア
メ
リ
カ
で
の
大
学
学
部

（
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
）・
大
学
院
（
イ
ェ
ー
ル
大
学
）
で
の
知
的
生
活
の
な
か
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
と
く
に
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
で
受
け
た
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
は
、「
知
識
人
麻
田
貞
雄
」
の
根
源
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
を
出
発
点
と
し
て
半
世
紀
に
わ
た
る
知
的
成
長
の
軌
跡

が
本
書
で
は
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
日
本
に
も
ど
っ
て
か
ら
四
〇
年
以
上
た
っ
て
い
る
今
で
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
未
だ
に
継
続

中
と
い
う
の
が
麻
田
教
授
の
立
場
で
あ
る
（
本
書
ii
頁
）。
そ
れ
ゆ
え
本
書
の
題
が
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
へ
の
道
」
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、

本
書
の
頁
を
め
く
る
ご
と
に
、
歴
史
、
文
学
、
映
画
、
宗
教
学
、
哲
学
、
さ
ら
に
は
心
理
学
な
ど
か
ら
の
文
献
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
本
書

は
ま
さ
に
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
は
「
ア
メ
リ
カ
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
を
信
奉
す
る
一
知
識
人
」
と
し
て
の
精
神
史
と
し
て
読
め
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
本
書
は
「
帰
国
子
女
第
一
世
代
」
の
日
米
文
化
ギ
ャ
ッ
プ
経
験
の
一
記
録
と
し
て
も
読
め
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
日
米
間
の
文
化
ギ

ャ
ッ
プ
の
克
服
―
そ
れ
も
ア
メ
リ
カ
文
化
へ
の
同
化
問
題
（「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
」）
で
は
な
く
、
日
本
文
化
へ
の
同
化
問
題
（「
逆

カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
」）
と
言
う
帰
国
子
女
特
有
の
も
の
―
が
本
書
の
底
流
レ
ベ
ル
で
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
す
わ
な
ち
、
日

本
帰
国
後
、
麻
田
教
授
が
歩
ま
れ
た
道
に
は
本
書
の
序
章
に
あ
る
よ
う
に
「
光
と
影
」
の
部
分
が
あ
っ
て
、「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
へ
の
道
」

が
「
光
の
部
分
」
で
あ
る
な
ら
ば
「
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
克
服
の
道
」
が
「
影
の
部
分
」
を
な
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
「
日
本
帰
国
後
の
道
」
こ
そ
が
、知
識
人
麻
田
貞
雄
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
き
た
。
例
え
ば
、

　
（
二
三
四
八
）
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表
面
的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
青
年
時
代
に
ア
メ
リ
カ
に
包
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
同
化
し
て
し
ま
っ
た
麻
田
教
授
の
行
動
様
式
は
ア
メ
リ
カ

人
の
そ
れ
で
あ
り
、
日
本
人
の
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
上
で
「
強
烈
な
個
性
」
と
記
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
最
近
の

北
米
社
会
で
ア
ジ
ア
系
の
人
々
を
「
バ
ナ
ナ
」（「
外
観
は
黄
色
で
も
中
身
は
白
色
」
の
意
）
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
、
麻
田
教
授
も
そ
れ
に

た
い
へ
ん
近
い
―
た
ま
た
ま
日
本
に
い
る
「
バ
ナ
ナ
」
で
あ
ろ
う
か
。（
加
え
て
、
本
書
に
友
人
と
し
て
登
場
す
る
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が

ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
も
象
徴
的
で
あ
る
。）

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
述
の
三
輪
氏
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「（
略
）aggressiveness, assertiveness, com

petitiveness 

…
…
こ
れ
ら
の
特
性
を
持
っ
た
人
物
と
し
て
私
が
す
ぐ
に
思
い
つ
い
た
の
は
麻
田
さ
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
麻
田
さ
ん
の
場
合
、
そ
れ
は
、

『
日
本
人
』
的
と
い
う
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
の
学
者
文
化
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
輝
く
と
い
う
感
じ
で
は
な
い
か
と
思
う
。
麻
田
さ
ん
は
や
や
こ

し
い
主
題
で
あ
っ
て
も
、
敢
え
て
論
争
に
打
っ
て
出
る
と
い
う
点
で
傑
出
し
て
い
る（

3
）。」

　

ま
た
、ち
ま
た
で
は
麻
田
教
授
を
「
日
本
海
軍
史
あ
る
い
は
日
米
海
軍
関
係
史
の
権
威
」
と
解
す
る
む
き
が
あ
る
が
、こ
れ
も
上
記
の
「
光

と
影
」
を
理
解
す
れ
ば
表
面
的
・
一
面
的
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
ろ
う
。
麻
田
教
授
は
せ
ま
い
意
味
の
軍
事
史
家
・
外
交
史
家
で

は
な
く
、
文
学
な
ど
も
ふ
く
む
ア
メ
リ
カ
研
究
の
専
門
家
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
日
米
関
係
史
」
と
い
う
学
際
的
な
―
そ
れ
も
日
本
側
・

ア
メ
リ
カ
側
両
方
の
資
料
を
こ
な
せ
る
―
「
国
際
史
家
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
麻
田
教
授
が
受
け
ら
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
を
理
解

す
れ
ば
合
点
が
い
く
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
麻
田
史
学
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
後
で
解
説
す
る
よ
う
に
、
教

授
自
身
が
「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
の
外
交
史
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
授
自
身
の
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ

ョ
ッ
ク
と
い
う
個
人
的
体
験
抜
き
に
は
理
解
で
き
な
い
。

　
（
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光
の
部
分
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本
書
の
第
二
章
か
ら
第
五
章
に
わ
た
る
ア
メ
リ
カ
留
学
記
の
部
分
は
、
そ
れ
自
体
、
一
大
留
学
記
と
し
て
充
分
読
み
応
え
が
あ
る
の
だ
が
、

こ
こ
で
は
二
点
だ
け
に
焦
点
を
絞
り
解
説
し
た
い
。
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
と
い
う
概
念
が
ま
ず
第
一
。
そ
れ
に
、
麻
田
教
授
の
「
ア
メ

リ
カ
初
体
験
」
の
特
殊
性
で
あ
る
。

　
【
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
】　

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
は
本
書
の
鍵
と
な
る
概
念
な
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
意
味
を
明
確
に
し
て
お
こ
う
。
日
本
語

で
い
え
ば
「
教
養
主
義
」
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
教
養
主
義
」　

自
身
あ
い
ま
い
で
あ
る
の
で
、
か
え
っ
て
誤
解
の
も
と
と
な
り
か
ね

な
い
。
し
た
が
っ
て
、リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
そ
の
も
の
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。（
本
書
二
九
―

三
二
頁
に
「『
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
』
と
は
？
」

と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。）

　

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
が
達
成
目
的
と
す
る
基
本
的
能
力
は
「
自
分
で
考
え
抜
く
力
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
様
々
な
側
面
を
も
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
⑴
知
性
と
合
理
性
を
尊
ぶ
姿
勢
、
⑵
幅
広
い
知
識
に
も
と
づ
き
な
が
ら
物
事
の
本
質
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
見
抜
く
洞
察
力
、

⑶
論
理
的
思
考
力
、
⑷
さ
ら
に
は
知
的
自
己
成
長
・
自
己
訓
練
で
き
る
能
力
で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
二
つ
あ
る
。

　

ま
ず
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
は
博
学
主
義
や
「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
知
識
」
で
は
な
く
、
そ
の
本
質
は
洞
察
力
や
思
考
力
（
論
理
構
成
力
）

と
い
っ
た
「
自
分
で
考
え
抜
く
力
」
に
あ
る
。「
情
報
量
よ
り
も
分
析
力
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
幅
広
い
知
識

と
い
う
「
材
料
」
が
な
け
れ
ば
思
考
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ポ
イ
ン
ト
は
思
考
に
あ
る
。（
ち
な
み
に
思
考
力
強
化
、
そ
れ
も
論
理
的
思
考

力
強
化
の
意
味
も
手
伝
っ
て
、
文
章
を
書
く
―
論
文
を
書
く
―
と
い
う
訓
練
法
が
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
で
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。）

「
知
性
と
合
理
性
を
尊
ぶ
姿
勢
」
も
「
自
分
で
考
え
抜
く
姿
勢
」（
逆
に
い
え
ば
「
盲
目
的
に
権
威
に
従
わ
な
い
」
姿
勢
）
の
一
形
態
に
す
ぎ
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こ
の
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
は
、
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
市
民
社
会
に
つ
い
て
の
理
想
像
に
由
来
す
る
。
そ
の
よ
う
な

市
民
社
会
で
は
一
人
一
人
が
「
自
分
で
考
え
、
自
分
で
判
断
で
き
る
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
い
う
な
れ
ば
個
々
人
は
自
由
で
独
立
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
自
由
人
」（「
リ
ベ
ラ
ル
」
の
部
分
）
の
も
つ
べ
き
知
識
・
技
能
（「
ア
ー
ツ
」
の
部
分
）
こ
そ
が
リ
ベ

ラ
ル
・
ア
ー
ツ
な
の
で
あ
る
。
市
民
社
会
を
前
提
に
し
て
こ
そ
健
全
な
民
主
主
義
が
運
営
可
能
と
な
る
と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
思
想
は
ま
さ

に
啓
蒙
主
義
（
人
間
は
啓
蒙
で
き
る
、
独
立
し
た
個
人
と
な
る
べ
き
と
い
う
思
想
）
の
発
露
で
あ
り
、
個
人
の
理
性
を
尊
ぶ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

時
代
ま
で
そ
の
根
源
を
さ
か
の
ぼ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
自
由
人
」
あ
る
い
は
「
自
由
市
民
」
を
養
成
す
る
高
等
教
育
機
関
、
そ
れ
が
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
他
な
ら
な
い
（
だ
か
ら
高
等
専
門
教
育
を
施
す
大
学
院
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
学
部
四
年
制
で
あ
る（

4
））。

　

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
に
関
す
る
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
「
動
的
連
続
性
」
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
知
識
は
常
に
新
し
く
な
る
。

当
然
、
大
学
教
育
を
終
え
た
後
も
、
洞
察
力
と
論
理
思
考
力
を
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
知
識
を
吸
収
し
な
が
ら
知
的
自
己
成
長
を

続
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。（
二
〇
代
の
人
間
だ
け
で
市
民
社
会
は
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。）
で
あ
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
自
己
成
長
で
き
る
能
力
そ
の
も
の
が
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
一
部
を
な
し
て
い
る
。
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
は
ま
さ
に
「
一
生

続
け
て
習
得
す
べ
き
も
の
、
終
わ
り
が
な
い
も
の
」
と
い
え
よ
う
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
麻
田
教
授
ご
自
身
も
こ
の
立
場
を
と
っ
て
お
ら

れ
る（

5
）。

　

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
反
対
概
念
は
職
業
訓
練
で
あ
る
。（
現
代
風
に
い
え
ば
専
門
技
術
訓
練
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
専
門
学
校
、

英
語
圏
で
は
一
般
に vocational schools　

と
言
わ
れ
る
学
校
で
行
わ
れ
る
。）
な
る
ほ
ど
、
職
業
訓
練
を
受
け
た
者
は
「
手
に
技
術
」
は

持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
洞
察
力
や
論
理
的
思
考
力
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
力
（
こ
れ
ら
は
す
べ
て
抽

象
化
す
る
能
力
を
伴
う
）
は
達
成
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
、文
章
力
を
蓄
え
る
訓
練
は
受
け
な
い
。
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
（critical 
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）
の
訓
練
も
受
け
な
い
。
実
は
こ
れ
ら
の
高
等
技
能
は
、
問
題
を
見
つ
け
、
解
決
策
を
編
み
出
し
、
指
導
力
を
発
揮
し
て
そ
れ
を

実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
組
織
や
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
も
の
な
の
で
あ
る（

6
）。

　

し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
実
態
は
エ
リ
ー
ト
教
育
で
あ
っ
た
（
今
も
そ
う
で
あ
る
）。
そ
れ
は
経

済
的
に
余
裕
が
あ
る
中
流
・
上
流
階
級
の
子
弟
の
み
が
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
麻
田
教
授
も
こ
の
点
を
実
感
さ
れ
て
お
り
、
夏
季
休
暇
中

に
工
場
労
働
者
と
し
て
汗
水
流
さ
れ
た
経
験
が
本
書
第
三
章
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
ま
さ
に
別

世
界
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
一
九
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
は
、
白
人
む
け
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
中
心
主
義
の
教
育
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
（
一
〇
七
頁
）、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
も
事

実
上
、
オ
ー
ル
白
人
の
大
学
だ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
グ
レ
ー
ト
・
ブ
ッ
ク
ス 

（great 

books

、
哲
学
、
文
学
、
歴
史
の
古
典 
）
を
読
ま
せ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
次
の
担
い
手
を
養
成
す
る
」
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
そ
れ
に
関
す
る
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
本
書
六
四
頁
に
チ
ラ
リ
と
出
て
い
る
。）

　

そ
の
意
味
で
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
頂
点
と
す
る
―
そ
し
て
そ
の
す
ぐ
下
に
は
様
々
な
名
門
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
―
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ー
ト
教
育
シ
ス
テ
ム
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
「
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
制
度
」

の
場
合
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
育
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
は
自
主
的
に
考
え
ぬ
く
こ
と
が
で
き
る
人
間
（
イ
ギ

リ
ス
の
場
合
は
大
衆
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
指
導
者
）
の
こ
と
」
と
い
う
理
解
の
も
と
で
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
教
育
も
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー

ツ
教
育
も
か
な
り
似
か
よ
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
」
制
度
は
同
質
の
エ
リ
ー
ト
層
を
供
出
す
る
と
い
う
機
能
を
有
し
て

い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
大
学
が
他
種
の
大
学
と
と
も
に
エ
リ
ー
ト
供
出
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
い
う
な
ら
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
は
一
種
の
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
と
い
え
よ
う
―
そ
れ
も
維
持
費
が
非
常
に
高
い
「
エ

リ
ー
ト
の
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
」
で
あ
る
。
少
人
数
の
ク
ラ
ス
や
全
寮
制
、
整
っ
た
設
備
（
図
書
館
は
い
う
ま
で
も
な
い
）、
広
大
な
キ
ャ
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ン
パ
ス
な
ど
知
的
生
活
に
没
頭
で
き
る
好
条
件
が
全
て
整
っ
て
い
る
が
、
よ
っ
ぽ
ど
の
経
済
的
基
盤
が
な
い
限
り
、
大
学
は
こ
れ
ら
を
維
持

で
き
な
い
。
実
際
、
現
在
で
は
一
流
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
大
学
の
授
業
料
は
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ
の
大
学
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
年

間
約
三
百
五
十
万
円
、
そ
の
う
え
に
年
間
約
百
万
円
の
生
活
費
が
重
な
る
―
奨
学
金
制
度
が
あ
る
の
で
全
額
支
払
う
学
生
の
数
は
少
な
い

が
）。
そ
れ
で
も
、学
生
が
支
払
う
額
は
経
費
の
半
分
ほ
ど
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
、残
り
の
経
費
は
基
金
（endow

m
ent

）
や
資
産
の
運
営
、

さ
ら
に
は
卒
業
生
か
ら
の
多
大
な
る
寄
付
な
ど
で
賄
わ
れ
る
。
や
は
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

以
上
、
長
々
と
し
た
説
明
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
本
書
で
麻
田
教
授
が
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
説
か
れ
る
と
き
、
ま
た
、
ご
自
身
を
い
わ

ば
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
申
し
子
」
の
ご
と
き
議
論
を
展
開
さ
れ
る
と
き
、
あ
る
い
は
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
思
想
を
体
現
す
る
も

の
と
し
て
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
意
味
で
の
「
リ
ベ

ラ
ル
・
ア
ー
ツ
」
の
概
念
な
の
で
あ
る
。

　
【「
古
き
よ
き
ア
メ
リ
カ
」
に
包
ま
れ
て
】　

さ
て
、
有
数
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
大
学
で
あ
る
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
に
入
学
し
た
麻
田
青
年

が
直
面
し
た
の
は
、
一
言
で
い
え
ば
「
古
き
よ
き
ア
メ
リ
カ
、
良
心
的
で
す
が
す
が
し
い
ア
メ
リ
カ
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
公
民
権
運
動
や

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
前
の
ア
メ
リ
カ
、
自
信
に
満
ち
た
（
自
分
の
価
値
の
健
全
さ
に
疑
い
を
も
た
な
い
）
ア
メ
リ
カ
、
つ
ま
り
「
一
九
五
〇
年

代
の
黄
金
時
代
」
の
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
も
、
そ
れ
は
暖
か
く
善
意
に
満
ち
た
―
そ
れ
と
同
時
に
個
人
の
自
由
を
尊
重
す
る

―
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

麻
田
青
年
は
そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
に
文
字
通
り
「
包
ま
れ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
、
麻
田
青
年
は
ス
ム
ー
ズ
に
、
そ
れ
も
骨

の
髄
か
ら
ア
メ
リ
カ
化
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
自
己
同
一
化
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
に
は
「
発
見
、

驚
き
、
感
激
」
の
連
続
で
、「
幸
福
な
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
」
と
あ
る
（
三
五
頁
）。
生
ま
れ
た
て
の
ア
ヒ
ル
の
雛
は
、
始
め
て
見
た
動
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三
五
三
）
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く
物
を
親
鳥
と
認
識
す
る
。
こ
れ
を
「
刷
り
込
み
」
現
象
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
に
初
め
て
触
れ
た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
麻
田
青

年
の
ア
メ
リ
カ
観
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　

麻
田
青
年
の
こ
の
ア
メ
リ
カ
体
験
は
、
他
の
ア
メ
リ
カ
体
験
と
対
比
し
て
み
る
と
そ
の
特
質
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
彼
は
、
太
平
洋
戦
争

が
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
に
も
か
か
わ
ら
ず
排
日
的
態
度
に
ほ
と
ん
ど
遭
遇
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
は
冷
戦
の
真
っ
最
中

で
あ
り
、
日
本
は
「
旧
敵
性
国
」
で
は
な
く
「
更
生
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に

渡
米
し
た
日
本
人
留
学
生
の
場
合
と
は
異
な
り
、
幸
運
で
あ
っ
た
（
例
え
ば
本
書
八
八
頁
）。
ま
た
、
本
書
で
は
人
種
差
別
を
受
け
な
か
っ

た
と
所
々
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
北
中
西
部
ア
メ
リ
カ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
も
し
ア
ジ
ア
人
排
斥
（
そ
れ

に
戦
時
中
の
日
系
人
強
制
移
動
）
の
歴
史
を
持
つ
西
海
岸
で
あ
っ
た
な
ら
、
全
く
違
っ
た
シ
ナ
リ
オ
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
う
え
、
麻
田
青
年
が
十
八
歳
で
渡
米
し
た
と
い
う
点
も
、
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
日
本
人
と
し
て
の
人
格
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
も
の
の
完
全
に
は
出
来
上
が
っ
て
は
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
微
妙
な
年
齢
で
あ
っ

た
。
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
や
自
負
は
、
麻
田
青
年
か
ら
は
消
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
例
え
ば
、
彼
は
英
語
名
を
自
分
に
つ
け
な
か

っ
た
。）
も
っ
と
若
い
年
齢
で
渡
米
し
て
い
た
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
化
の
程
度
は
も
っ
と
深
く
、
日
本
人
で
あ
る
自
覚
は
も
っ
と
薄
く
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
と
言
う
予
測
は
、
数
々
の
移
民
の
例
を
み
て
も
間
違
い
が
な
い
。
他
方
、
日
本
人
と
し
て
の
人
格
形
成
が
完
成
さ
れ
て
い
た
後

に
渡
米
し
て
い
た
な
ら
、「
日
本
人
と
し
て
の
意
識
」
の
た
め
、
よ
り
醒
め
た
態
度
で
麻
田
青
年
は
ア
メ
リ
カ
社
会
に
対
応
し
て
い
た
か
、

ア
メ
リ
カ
に
同
化
す
る
こ
と
に
も
っ
と
格
闘
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
麻
田
青
年
の
場
合
と
対
照
的
な
の
が
江
藤
淳
の
滞
米
経
験
で
あ
ろ
う
。
麻
田
青
年
と
同
年
代
な
が
ら
成
人
と
し
て
一
九
六
〇
年

代
に
渡
米
し
た
江
藤
は
、
日
本
人
と
し
て
ア
メ
リ
カ
社
会
の
基
準
に
合
わ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
は
失
敗
・
失
望
し
、

帰
国
後
は
一
種
の
反
米
思
想
家
に
な
っ
た
の
で
あ
る
―
「
日
本
人
で
あ
る
こ
と
」
が
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
拠
り
所
と
な
っ
た
の

　
（
二
三
五
四
）
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で
あ
ろ
う
。
同
様
の
精
神
的
苦
悩
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
代
の
夏
目
漱
石
も
経
験
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
水
を
吸
う
ス
ポ
ン
ジ
の
ご
と
く
」

ア
メ
リ
カ
文
化
に
同
化
し
て
い
っ
た
麻
田
青
年
の
場
合
と
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。
結
局
、
十
八
歳
と
い
う
微
妙
な
年
齢
で
の
ア
メ
リ
カ

経
験
が
、「
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
捨
て
る
こ
と
な
く
ア
メ
リ
カ
に
素
直
に
同
化
す
る
」
と
い
う
特
殊
な
バ
ラ
ン
ス
状
況
を
麻
田
青
年
の
内

部
に
も
た
ら
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
麻
田
青
年
の
ア
メ
リ
カ
と
の
自
己
同
一
化
は
数
々
の
（
幸
運
な
）
条
件
が
重
な
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
リ
ベ

ラ
ル
・
ア
ー
ツ
大
学
に
学
ん
だ
こ
と
、
そ
の
カ
レ
ッ
ジ
が
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
そ
れ
も
北
中
西
部
地
方
の
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
十
八
歳
と
い
う
微
妙
な
年
齢
で
渡
米
し
た
こ
と
、
と
い
っ
た
諸
条
件
で
あ
る（

7
）。

　

一
九
五
八
年
、
麻
田
青
年
は
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
を
卒
業
す
る
―
そ
れ
も
、
成
績
優
秀
者
の
全
米
団
体
で
あ
る
フ
ァ
イ
・
ベ
ー
タ
ー
・
カ

ッ
パ
の
会
員
と
し
て
。
こ
の
後
、
す
ぐ
日
本
に
帰
っ
て
い
れ
ば
ま
た
違
っ
た
道
を
麻
田
教
授
は
歩
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

麻
田
青
年
は
日
本
に
一
時
帰
国
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
に
残
る
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
あ
っ
た
―
そ
れ
も
ご
両
親
の
反
対

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
に
。
ア
メ
リ
カ
外
交
史
の
分
野
で
大
学
院
に
進
学
し
、
大
学
教
授
へ
の
道
に
ま
い
進
す
る
、
そ
れ
が
麻
田
青
年

の
決
心
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
大
学
院
歴
史
学
部
で
厳
し
い
学
問
的
修
行
が
始
ま
っ
た
。（
こ
の
第
五
章
を
通
し
て
当
時
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
の

状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
大
学
関
係
者
と
し
て
は
特
に
興
味
深
い
章
か
も
し
れ
な
い
。）
Ｐ
ｈ
Ｄ
へ
の
道
は
厳
し
く
、
脱
落

者
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
う
え
麻
田
青
年
の
場
合
は
極
貧
に
も
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
か
ら
の
奨
学
金
は
十
分
に

支
給
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
そ
の
他
の
資
金
源
は
無
か
っ
た
）。
し
か
し
、
二
重
苦
に
あ
え
ぐ
麻
田
青
年
に
と
っ
て
状
況
は
好
転
し

て
い
く
。

　
（
二
三
五
五
）
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特
に
、
ア
メ
リ
カ
外
交
史
学
会
の
巨
匠
、
Ｓ
・
ビ
ー
マ
ス
教
授
に
師
事
で
き
た
こ
と
は
麻
田
青
年
に
と
っ
て
は
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
。
ビ
ー
マ
ス
最
後
の
弟
子
―
そ
れ
も
お
気
に
入
り
の
弟
子
―
と
し
て
、
歴
史
家
麻
田
貞
雄
の
生
涯
が
こ
こ
に
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。

陰
日
向
に
ビ
ー
マ
ス
教
授
の
庇
護
・
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
本
章
で
つ
づ
ら
れ
て
い
る
が
、
麻
田
青
年
は
そ
の
よ
う
な
指
導
教
官
に
め
ぐ
り

あ
え
て
誠
に
幸
運
で
あ
っ
た
。
ま
た
麻
田
青
年
も
こ
の
大
家
を
慕
っ
た
。
本
書
の
初
め
に
ビ
ー
マ
ス
教
授
の
肖
像
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
も
頷
け
よ
う
。（
ち
な
み
に
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
』
と F

r
o
m

 M
a

h
a

n
 to

 P
e
a

r
l H

a
r
b
o
r 

両
書
と
も
ビ
ー
マ
ス
先
生
へ
の
霊
に
捧

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
へ
の
忠
誠
心
に
劣
ら
ず
、
麻
田
教
授
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
へ
の
忠
誠
心
も
大
変
強
い
が
、
こ
の
点

も
ビ
ー
マ
ス
教
授
と
の
絆
を
理
解
す
れ
ば
納
得
が
い
く
。）

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
麻
田
青
年
に
お
い
て
、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
で
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
と
い
う
基
礎
の
う
え
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
で

の
歴
史
家
専
門
教
育
が
上
積
み
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。（
並
行
し
て
、麻
田
青
年
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
一
層
の
同
化
が
進
ん
だ
。）
そ
し
て
、

つ
い
に
麻
田
青
年
は
Ｐ
ｈ
Ｄ
取
得
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
―
そ
れ
も
院
生
時
代
に
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
誌
（A

m
e
r
ic

a
n

 
H

is
to

r
ic

a
l 

R
e
v
ie

w

）
に
論
文
を
掲
載
す
る
（
一
九
六
二
年
）
と
言
う
快
挙
と
と
も
に
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
基
準
か
ら
見
て
も
、
麻
田
青
年
の
実
力

が
い
か
に
卓
越
し
て
い
た
か
物
語
っ
て
い
る
。
時
に
一
九
六
三
年
（
当
時
二
十
七
歳
）。
日
本
を
出
て
か
ら
九
年
た
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ

史
で
は
昔
も
今
も
イ
ェ
ー
ル
大
学
は
全
米
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
そ
こ
を
出
た
麻
田
青
年
に
は
研
究
者
と
し
て
明
る
い
将
来
が
待
っ
て
い
た
―

は
ず
で
あ
っ
た
。

〈
影
の
部
分
〉

　

こ
こ
で
麻
田
青
年
は
人
生
の
岐
路
に
立
つ
。
日
本
に
帰
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
ア
メ
リ
カ
に
残
る
べ
き
か
。
ア
メ
リ
カ
で
は
有
望
な
助
教

　
（
二
三
五
六
）
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授
職
が
待
っ
て
い
た
。
ト
ッ
プ
・
レ
ベ
ル
の
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
Ｐ
ｈ
Ｄ
を
取
得
す
れ
ば
―
そ
れ
も 

A
m

e
r
ic

a
n

 

H
is

to
r
ic

a
l 

R
e
v
ie

w
 

掲
載
論
文
と
ビ
ー
マ
ス
先
生
の
推
薦
状
が
あ
れ
ば
―
ほ
ぼ
自
動
的
に
そ
の
よ
う
な
職
が
手
に
入
る
。
Ｐ
ｈ
Ｄ
論
文

を
学
術
書
と
し
て
出
版
し
、
研
究
者
と
し
て
ま
い
進
で
き
る
―
そ
れ
も
慣
れ
親
し
ん
だ
、
そ
し
て
恵
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
大
学
制
度
の
な

か
で
。

　

し
か
し
、
麻
田
青
年
は
あ
え
て
日
本
に
帰
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
の
就
職
先
は
同
志
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
至
る
経
過
や
心
の
葛
藤
は
本
書
に
く
わ
し
い
が
、
四
〇
年
後
の
現
在
か
ら
み
れ
ば
驚
く
よ
う
な
就
職
プ
ロ
セ
ス
と
し
か
い
い
よ
う
が

な
い
。
正
直
い
っ
て
「
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
」
が
多
い
、
不
幸
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

　

客
観
的
に
み
て
最
も
核
心
的
な
問
題
は
、
日
本
で
の
職
種
が
専
任
講
師
で
は
な
く
助
手
待
遇
（
事
務
職
）
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

Ｐ
ｈ
Ｄ
所
持
者
は
研
究
の
プ
ロ
と
し
て
専
任
講
師
あ
る
い
は
助
教
授
（
ア
メ
リ
カ
で
はA

ssistant P
rofessor

）
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
博
士
課
程
が
終
わ
れ
ば
専
任
の
大
学
教
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
は
何
も
ア
メ
リ
カ
特
有
の
現
象
で
は
な
く
、
当
時
の
日

本
の
大
学
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
Ｐ
ｈ
Ｄ
取
得
直
後
（
あ
る
い
は
専
任
教
職
に
就
職
し
た
直
後
）
の
数
年
は
研
究
者
と
し
て
は
助
走
期
間
で
、

研
究
に
没
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
麻
田
青
年
が
降
り
立
っ
た
職
種
は
事
務
職
で
あ
り
、
若
手
研
究
者
と
し
て
は
「
生
殺
し

状
況
」
に
陥
っ
て
し
ま
う（

8
）。

そ
の
上
、研
究
所
と
は
名
ば
か
り
で
麻
田
青
年
が
就
職
し
た
当
時
は
「
助
手
（
あ
る
い
は
研
究
員
）」
一
人
（
つ

ま
り
彼
自
身
）
に
事
務
員
一
人
と
い
う
散
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
研
究
環
境
が
、
一
九
七
二
年
に
麻
田
青
年
（
当
時
三
十
六
歳
）
が
法
学
部
に
移
籍
す
る
ま
で
続
く
の
で
あ
る（

9
）。

実
に
九
年
。

ア
メ
リ
カ
生
活
と
同
じ
長
さ
で
あ
っ
た
。
麻
田
教
授
ご
自
身
が
書
か
れ
て
い
る
。「
事
実
、
一
九
六
三
年
の
帰
国
以
来
、
私
は
鳴
か
ず
飛
ば

ず
で
あ
っ
た
」
と
（
二
二
一
頁
）。
法
学
部
へ
の
移
籍
で
も
っ
て
し
て
、
や
っ
と
普
通
の
研
究
環
境
が
整
っ
た
。「
よ
う
や
く
専
門
の
科
目
を

教
え
、
自
分
の
『
帝
国
』
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
活
気
づ
い
た
。」
と
本
書
に
は
あ
る
（
二
二
二
頁
）。

　
（
二
三
五
七
）
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【
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
イ
シ
ス
】　

在
米
九
年
を
経
て
帰
国
し
た
麻
田
青
年
が
直
面
し
格
闘
し
た
問
題
は
、
実
は
こ
れ
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
よ
り
根
源
的
な
危
機
で
あ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
麻
田
青
年
は
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
影
」
の
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
表
面
的
に
は
同
志
社
大
学
と
い
う
日
本
的
制
度
と
の
文
化
摩
擦
と
い
う
形
で
現
れ
た
が
、こ
の
危
機
の
根
は
も
っ
と
深
く
、

い
わ
ば
実
存
的
危
機
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（

10
）。

　

当
時
の
こ
の
状
況
を
理
解
す
る
に
は
、
本
書
か
ら
肉
声
を
拾
う
ほ
う
が
早
い
。

　
「
日
本
に
順
応
し
て
い
く
過
程
は
挫
折
、
苦
悩
、
失
意
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。」（
一
九
八
頁
）

　
「
ア
メ
リ
カ
で
の
体
験
を
、
誰
で
も
よ
い
か
ら
き
い
て
欲
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
興
味
を
示
す
人
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。（
略
）
両
親
で

す
ら
私
を
理
解
し
か
ね
て
い
た
。」（
二
〇
〇
頁
）

　
「
強
烈
な
疎
外
感
」（
二
〇
三
頁
）

　
「
も
う
少
し
で
日
本
の
社
会
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
す
る
危
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
仕
事
の
面
で
も
個
人
的
に
も
私
は
『
逸
脱
者
』

（deviant

）
で
あ
っ
た
。」（
二
〇
八
頁
）

　
「
幾
度
ア
メ
リ
カ
へ
『
帰
り
た
い
』
と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
、
ま
た
何
度
『
帰
る
』
夢
を
見
た
こ
と
だ
ろ
う
。」（
二
一
〇
頁
）

　
（
二
三
五
八
）
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「『
帰
国
』
し
た
と
言
っ
て
も
、
真
の
『
帰
郷
』
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
自
分
で
新
し
く
精
神
的
・
社
会
的
な
『
故
郷
』
を
つ
く
り
だ
さ
ね

ば
な
ら
ず
、
そ
の
間
、
文
化
的
に
も
心
理
的
に
も
い
わ
ば
『
ホ
ー
ム
レ
ス
』
な
の
で
あ
る
。」（
二
一
〇
頁
）

　

逆
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
に
こ
こ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
麻
田
青
年
が
精
神
崩
壊
し
な
か
っ
た
の
は
、
奇
跡
的
で
す
ら
あ
る
。
実
際
、

帰
国
子
女
の
間
で
は
何
等
か
の
心
理
的
崩
壊
―
最
悪
の
場
合
は
自
殺
―
が
稀
で
は
な
い
。
北
米
で
多
い
異
人
種
間
養
子
縁
組
（
白
人
家

庭
に
入
っ
た
有
色
人
種
の
養
子
）
に
お
い
て
も
似
た
よ
う
な
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
イ
シ
ス
は
そ
れ
ほ

ど
根
が
深
い
。
そ
し
て
、
多
く
の
帰
国
子
女
の
場
合
と
同
様
、
麻
田
青
年
も
帰
国
後
に
所
属
し
た
組
織
（
同
志
社
大
学
）
と
大
摩
擦
を
起
こ

し
て
い
る
。（
逆
に
、
日
本
の
組
織
側
か
ら
み
れ
ば
「
異
分
子
」
に
大
い
に
手
こ
ず
っ
た
こ
と
と
な
る
。）
麻
田
教
授
は
当
時
の
精
神
状
況
を

次
の
言
葉
で
要
約
さ
れ
て
い
る
。

　
「
私
は
カ
ー
ル
ト
ン
と
イ
ェ
ー
ル
の
九
年
間
を
通
じ
て
、『
積
極
的
に
（
私
を
）
同
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
新
し
い
土
地
ア
メ
リ
カ
に
、
新
し

い
根
を
張
っ
て
い
た
』
の
で
あ
り
、
今
そ
れ
を
根
こ
そ
ぎ
に
し
て
、
自
己
を
『
非
ア
メ
リ
カ
化
』（〝
ア
メ
リ
カ
は
が
し
〞）
す
る
意
思
は
毛

頭
な
か
っ
た
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
で
き
な
い
相
談
だ
っ
た
。
メ
タ
フ
ォ
ー
を
変
え
る
な
ら
ば
、
も
と
も
と
エ
ス
ケ
ー
プ
の
動
機
も
あ
っ
て
日

本
か
ら
『
離
脱
』
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
祖
国
に
再
び
『
錨
』
を
降
ろ
そ
う
に
も
、
と
っ
く
の
昔
カ
ー
ル
ト
ン
・
イ
ェ
ー
ル
時
代
に
、
日
本

と
つ
な
ぐ
『
錨
』
は
断
ち
切
れ
て
い
た
。
人
格
形
成
期
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
ア
メ
リ
カ
に
同
化
し
て
し
ま
っ
た
私
は
、
心
理
的
・
社
会
的

な
存
在
と
し
て
の
自
分
の
『
錨
』
を
新
し
く
日
本
社
会
に
降
ろ
し
て
、
自
分
の
適
所
（niche

）
を
見
出
す
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い
困
難

な
課
題
に
立
ち
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。」（
二
〇
四
―

二
〇
五
頁
、（　

）
内
は
原
文
。）

　
（
二
三
五
九
）



麻
田
貞
雄
著
『
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
へ
の
道
―
ア
メ
リ
カ
留
学
と
そ
の
後
』

 

六
一
六

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

　

し
か
し
、
な
ん
と
か
麻
田
教
授
は
持
ち
こ
た
え
ら
れ
た
。
徐
々
に
日
本
社
会
・
日
本
文
化
に
な
じ
む
過
程
を
歩
ま
れ
た
が
、
こ
の
「
リ
ハ

ビ
リ
期
間
」
は
長
か
っ
た
。
一
九
七
二
年
ご
ろ
に
は
症
状
は
少
し
は
軽
く
な
っ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
（
二
二
一
頁
）。
し
か
し
、

麻
田
教
授
に
よ
れ
ば
「
教
師
生
活
も
地
盤
が
固
ま
り
、
日
本
の
社
会
で
満
足
す
べ
き
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
い
う
自
身
が
芽
生
え
、
徐
々
に

日
本
の
生
活
に
同
一
化
し
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
の
は
一
九
八
九
年
ご
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
（
二
二
六
頁
）。
当
時
五
十
三
歳
。
帰
国

し
て
か
ら
実
に
二
十
五
年
か
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。

〈
麻
田
史
学
の
誕
生
と
発
展
〉

　

こ
の
二
十
五
年
の
間
に
麻
田
史
学
が
培
わ
れ
た
。
そ
の
く
わ
し
い
内
容
や
具
体
的
な
発
展
過
程
は
本
書
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は

「
光
と
影
」
が
い
か
に
反
映
し
て
い
る
の
か
確
認
し
よ
う
。
こ
の
文
脈
で
の
麻
田
史
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
麻
田
教
授
の
次
の
言
葉
に
表
れ
て

い
る
。「（
吉
野
作
造
賞
）『
受
賞
の
言
葉
』
に
、
私
は
あ
え
て
『
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
の
外
交
史
』
と
い
う
題
を
付
し
た
が
、
日
米
の

外
交
史
、
海
軍
戦
略
、
文
化
交
流
、
相
互
イ
メ
ー
ジ
、
人
種
主
義
な
ど
、
す
べ
て
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
の
観
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
述
べ
た
。」（
二
三
一
頁
、（　

）
内
は
評
者
。）

　

麻
田
教
授
の
歴
史
学
が
学
際
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
既
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
上
の

引
用
に
も
テ
ー
マ
の
幅
の
広
さ
が
見
ら
れ
る
。
実
際
、
受
賞
作
で
あ
る
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
』
を
開
け
て
み
れ
ば
、
日
本
海
軍
の
他
、

移
民
問
題
や
日
米
間
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
頁
が
割
け
ら
れ
て
い
る
。

　

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
と
い
う
「
光
」
の
部
分
が
麻
田
史
学
の
横
糸
を
構
成
す
る
な
ら
、
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
の
経
験
と
い
う
「
影
」

の
部
分
が
縦
糸
を
構
成
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
も
上
述
の
引
用
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、
次
の
よ
う
に
も
麻
田
教
授
は
直
接
述
べ
て
お

　
（
二
三
六
〇
）
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ら
れ
る
。「
私
は
…
…
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
味
方
に
引
き
入
れ
て
、
こ
の

視
点
か
ら
日
米
関
係
史
を
見
直
そ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
個
人
的
な
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
を
、
よ
り
広
く
両
国
民
の
カ
ル
チ
ャ
ー
・

シ
ョ
ッ
ク
の
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
相
対
化
、
客
観
化
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。」（
二
二
七
―

二
二
八
頁（

11
））

　
「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
の
外
交
史
」
と
は
言
葉
を
変
え
て
い
え
ば
、歴
史
に
お
け
る
「
理
念
の
動
き
や
心
理
的
要
因
」
―
そ
れ
も
（
日

米
）
異
文
化
間
の
相
互
反
応
の
歴
史
に
お
け
る
も
の
―
に
注
目
す
る
外
交
史
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
、
誤
解
や
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
、
さ
ら
に

は
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
や
予
期
せ
ざ
る
結
果
と
い
っ
た
現
象
に
注
目
す
る
外
交
史
研
究
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
麻
田
教
授
の
英
語
著
書
の
タ
イ
ト
ル

を
み
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
一
冊
目
のF

r
o
m

 
M

a
h

a
n

 
to

 
P

e
a

r
l 

H
a

r
b
o
r 

と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
Ａ
・
マ
ハ
ン
の
理
念
（
い
わ
ゆ

る
艦
隊
決
戦
主
義
）
―
そ
れ
も
曲
解
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
も
の
―
を
日
本
海
軍
が
信
奉
し
た
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
日
本
海
軍
を
真
珠
湾
攻

撃
へ
の
道
に
進
ま
せ
た
根
源
的
原
因
で
あ
る
と
い
う
議
論
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。
第
二
冊
目
の
タ
イ
ト
ル
は
ズ
バ
リ
、C

u
ltu

r
e
 

S
h

o
c
k
 a

n
d

 J
a

p
a

n
e
s
e
-A

m
e
r
ic

a
n

 R
e
la

tio
n

s 

で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
麻
田
史
学
は
麻
田
教
授
個
人
の
経
験
に
そ
の
源
を
有
す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
学
問
的
土
壌

や
環
境
に
も
わ
わ
わ
れ
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
書
を
読
ん
で
い
け
ば
、
麻
田
教
授
の
大
学
院
生
時
代
に
ア
メ
リ
カ
外
交
史
学
会

―
そ
れ
に
恩
師
の
ビ
ー
マ
ス
教
授
―
も
心
理
学
あ
る
い
は
心
理
的
要
因
を
取
り
込
ん
で
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
に
富
ん
で
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
（
一
六
五
頁
）。
そ
の
よ
う
な
運
動
に
麻
田
教
授
も
影
響
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
の
外
交
史
」
そ
れ
も
「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
の
日
米
関
係
史
」
を
構
築
さ
れ
た
の
は
、

麻
田
教
授
独
自
の
功
績
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
と
く
に
、
つ
い
に
は
真
珠
湾
攻
撃
と
い
う
極
限
状
態
ま
で
行
き
着
い
て
し
ま
っ
た
海
軍

レ
ベ
ル
で
の
「
日
米
間
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
外
交
史
」
は
麻
田
教
授
の
独
断
場
で
あ
る
。
そ
の
過
程
は
一
九
二
〇
年
代
に
成
立
し
た
ワ

シ
ン
ト
ン
体
制
か
ら
始
ま
る
、
と
い
う
解
釈
を
麻
田
教
授
は
採
用
し
て
こ
ら
れ
た
が
、
そ
の
功
績
に
基
づ
い
て
教
授
は
現
在 

〞the w
orld

’s 

　
（
二
三
六
一
）
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authority on Japan

’s role in the interw
ar naval treaty system

〞 

と
た
た
え
ら
れ
て
い
る（

12
）。

　

麻
田
史
学
を
特
徴
づ
け
る
「
光
と
影
」
を
言
い
換
え
れ
ば
、
学
際
性
と
心
理
的
要
因
分
析
と
の
シ
ナ
ジ
ー
（
融
合
）
と
い
え
よ
う
。
そ
し

て
そ
の
具
体
的
な
分
析
対
象
は
日
米
関
係
史
（
と
り
わ
け
海
軍
史
で
あ
る
が
そ
れ
に
限
ら
な
い
）
で
あ
っ
た
。
比
喩
を
使
う
な
ら
ば
、
そ
れ

は
山
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
幅
広
い
知
識
（
学
際
的
知
識
）
の
裾
野
が
あ
り
、
頂
上
に
外
交

史
の
プ
ロ
と
し
て
の
研
究
が
の
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
研
究
は
、
日
米
関
係
に
お
け
る
そ
の
と
き
ど
き
の
研
究
対
象
に
か
か
わ
ら
ず
、

常
に
心
理
的
要
因
の
動
き
や
影
響
に
光
を
あ
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。（
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
麻
田
教
授
の
最
近
の
関
心
で
あ

る
、
日
本
の
降
伏
決
定
に
い
た
る
原
爆
投
下
の
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
も
―
そ
れ
に
日
米
両
国
で
は
ま
っ
た
く
逆
の
「
通
説
」
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
も
―
麻
田
史
学
の
枠
の
な
か
に
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。）
た
だ
日
米
関
係
、
そ
れ
も
戦
前
の
日
米
関
係
に
お
い
て
は
両
国

の
文
化
間
の
距
離
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
心
的
要
因
は
負
の
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
麻
田
教
授
自

身
の
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
の
経
験
が
投
影
さ
れ
、
教
授
の
外
交
史
家
と
し
て
の
関
心
が
集
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
光
と
影
」
を
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
麻
田
教
授
は
外
交
史
家
と
し
て
の
独
自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
編
み
出
す
こ
と
に
成
功
さ
れ
た
。

学
者
の
研
究
対
象
や
ア
プ
ロ
ー
チ
、
つ
ま
り
学
風
は
、
彼
（
女
）
の
人
生
経
験
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
麻
田
教
授
も
例
外
で
は
な
い
。
一

九
五
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
稀
な
る
経
験
の
数
々
が
重
な
っ
て
、
つ
い
に
ユ
ニ
ー
ク
な
麻
田
史
学
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本

書
評
の
冒
頭
に
触
れ
た
と
お
り
、
そ
れ
は
数
々
の
栄
誉
に
輝
く
、
た
い
へ
ん
質
の
高
い
史
学
な
の
で
あ
る
。

〈
お
わ
り
に
〉

　

本
書
の
最
後
に
麻
田
教
授
は
感
慨
深
く
書
い
て
お
ら
れ
る
。「
若
輩
一
八
歳
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
九
年
間
ア
メ
リ
カ
に
留
ま
っ
た
こ
と
、

　
（
二
三
六
二
）
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そ
の
後
帰
国
し
た
こ
と
、
そ
し
て
同
志
社
で
四
三
年
間
教
え
た
こ
と
―
こ
れ
が
は
た
し
て
す
べ
て
正
し
い
決
定
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
正

直
に
い
っ
て
疑
い
の
瞬
間
も
あ
っ
た
。（
略
）（
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
現
在
か
ら
振
り
返
り
、
私
の
決
定
は
お
そ
ら
く
三
つ
と
も
正
し
か
っ
た

と
言
え
る
。『
終
わ
り
良
け
れ
ば
、
す
べ
て
良
し
』
で
あ
る
。」（
二
四
三
―

二
四
四
頁
、（　

）
内
は
評
者
。）
そ
し
て
「
光
と
影
」
は
い
ま

だ
に
教
授
の
中
で
は
消
え
て
い
な
い
、
と
も
（
二
四
四
―

二
四
五
頁
）。

　

こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
、
本
書
は
知
識
人
麻
田
貞
雄
を
理
解
す
る
貴
重
な
「
窓
口
」
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
つ
ま
り
、
麻
田
青

年
が
た
ど
っ
た
精
神
史
を
通
じ
て
、
麻
田
史
学
の
成
り
立
ち
や
背
景
を
我
々
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
戦
後
日
本
に
お
け
る
外
交
史
家
の
回

顧
録
は
そ
う
多
く
な
く
、
そ
の
意
味
で
も
本
書
は
貴
重
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
一
九
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
留
学
記
と
し
て
も
読
み
応
え
十

分
で
あ
る
。（
た
だ
し
、
教
授
が
勧
め
ら
れ
る
ヒ
ッ
チ
・
ハ
イ
ク
は
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
で
は
絶
対
に
危
険
な
の
で
や
ら
な
い
ほ
う
が
良
い
！
）

　

本
書
は
、
同
じ
学
徒
で
あ
る
読
者
に
「
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
と
自
分
の
学
問
的
関
心
と
の
つ
な
が
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
自
問
を
迫
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
問
い
に
既
に
遭
遇
し
て
い
る
読
者
に
と
っ
て
は
、
本

書
は
刺
激
的
な
例
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
過
去
半
世
紀
に
わ
た
る
麻
田
教
授
の
体
験
は
、
日
本
人
の
外
交
史
研
究
者
・
ア
メ
リ

カ
研
究
者
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
麻
田
教
授
に
ぜ
ひ
ア
メ
リ
カ
文
明
論
を
書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
の
は
こ
の
評
者
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
教
育
で
培
わ
れ
た
そ
の
膨
大
で
幅
広
い
ア
メ
リ
カ
研
究
の
知
識
で
も
っ
て
、
本
格
的
な
ア
メ
リ
カ
文
明
論
を
日
本
語
で
論
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
麻
田
教
授
の
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
時
代
の
ア
メ
リ
カ
を
実
体
験
し
た
日
本
人
（
文
系
）

研
究
者
は
も
う
そ
ん
な
に
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
へ
の
道
」
を
い
ま
だ
に
力
強
く
進
ま
れ
る
麻
田
教
授
に
と
っ

て
適
役
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

麻
田
青
年
が
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
の
が
一
九
五
八
年
。
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
前
の
こ
と
で
あ
る
。
知
識
人
麻
田
貞

　
（
二
三
六
三
）
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雄
の
全
て
が
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
年
、
す
な
わ
ち
二
〇
〇
八
年
の
六
月
、
そ
の
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
で
の
五
〇
周
年
記
念
の
同
窓
会
に
参

加
さ
れ
た
後
、
数
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
友
人
宅
を
訪
れ
ら
れ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
半
世
紀
ぶ
り
に
「
里
帰
り
」
を
果
た
さ
れ
た
麻
田
教
授
。

そ
の
想
い
は
い
か
ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
。

（
1
）　

三
輪
公
忠
「
書
評 Sadao A

sada, F
r
o
m

 M
a

h
a

n
 to

 P
e
a

r
 H

a
r
b
o
r
: Im

p
e
r
ia

l J
a

p
a

n
e
s
e
 N

a
v
y

 a
n

d
 th

e
 U

n
ite

d
 S

ta
te

s; Sadao A
sada, C

u
ltu

r
e
 S

h
o
c
k
 

a
n

d
 J

a
p

a
n

e
s
e
-A

m
e
r
ic

a
n

 R
e
la

tio
n

s
: H

is
to

r
ic

a
l E

s
s
a

y
s

」『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
第
四
十
二
号
二
〇
〇
八
年
二
〇
〇
頁
。

（
2
）　

F
r
o
m

 M
a

h
a

n
 to

 P
e
a

r
l H

a
r
b
o
r 

の
書
評
は
Ｊ
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ェ
ン
キ
ン
グ
（
小
出
輝
章
訳
）
の
も
の
が
『
同
志
社
法
学
』
第
五
十
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
七

年
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

三
輪
前
掲
論
文
二
〇
〇
頁
。
麻
田
教
授
ご
自
身
、「『
喧
嘩
の
麻
田
』
と
悪
名
が
高
か
っ
た
」
と
告
白
さ
れ
て
い
る
（
本
書
二
一
〇
頁
）。

（
4
）　

こ
こ
で
い
う
「
自
由
人
あ
る
い
は
自
由
市
民
」
こ
そ
が
、
新
島
襄
が
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」
で
同
志
社
大
学
が
養
成
す
べ
き
と
記
し
た
「
一
国
の
良
心
と

も
い
う
べ
き
人
々
」
で
あ
ろ
う
。「
立
憲
政
体
を
維
持
す
る
は
、
智
識
あ
り
、
品
行
あ
り
、
自
ら
立
ち
自
ら
治
む
る
の
人
民
た
ら
ざ
れ
ば
能
は
ず
」
と
い
う
新
島
の
言

葉
は
ま
さ
に
市
民
社
会
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
新
島
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
彼
が
学
ん
だ
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
大
学
、
つ
ま
り
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
あ
っ
た
の
は
想
像

に
難
く
な
い
。
当
時
の
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
の
ア
メ
リ
カ
社
会
が
、
理
想
と
さ
れ
た
十
九
世
紀
的
市
民
社
会
に
近
い
と
新
島
が
考
え
た
可
能
性
も
高
い
。
こ

れ
ら
の
前
提
の
も
と
に
、
日
本
社
会
に
お
け
る
同
志
社
大
学
の
使
命
を
新
島
は
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
市
民
社
会
像
の
対
極
に
あ
る
の
が
、「
専
制
下
に

あ
る
蒙
昧
の
民
、
盲
従
の
民
」
か
ら
な
る
社
会
で
あ
っ
た
。
宗
教
的
専
制
下
、
政
治
的
専
制
下
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
は
「
自
由
で
独
立
し
た
、
そ
し
て
社
会
を

自
分
の
責
任
で
も
っ
て
運
営
し
て
い
く
気
概
を
持
っ
た
市
民
」
は
存
在
し
な
い
―
そ
れ
ま
で
の
日
本
は
新
島
の
眼
に
そ
う
映
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
5
）　

国
際
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
国
家
レ
ベ
ル
で
の
市
民
社
会
」
に
加
え
て
「
国
際
レ
ベ
ル
で
の
市
民
社
会
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
徐
々
に
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
。
学
生
が
マ
ス
タ
ー
す
べ
き
知
識
も
、
他
国
の
事
情
は
も
と
よ
り
環
境
問
題
な
ど
の
「
脱
国
境
的
問
題
」
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
で
述
べ

た
理
由
に
よ
り
、「
自
分
で
考
え
抜
く
能
力
」
の
養
成
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
国
際
化
の
時
代
に
お
い
て
も
、リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
教
育
の
意
義
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
6
）　

こ
の
意
味
で
は
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
は
日
本
語
の
「
教
養
主
義
」（
昔
の
「
学
士
教
育
」）
に
近
い
。
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
（
知
育
）
の
他
に
徳
育
・

体
育
を
加
え
れ
ば
日
本
語
で
い
う
「
全
人
教
育
」
と
な
ろ
う
。

（
7
）　

こ
の
ア
メ
リ
カ
初
体
験
が
持
つ
「
特
異
性
」
は
麻
田
教
授
の
二
度
目
の
ア
メ
リ
カ
体
験
（
一
九
七
〇
年
〜
一
九
七
一
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
）
と
比
較

　
（
二
三
六
四
）
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し
て
も
よ
く
理
解
で
き
る
。
次
の
よ
う
に
教
授
は
記
さ
れ
て
い
る
。「
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
初
体
験
と
は
異
な
り
、
冒
険
、
興
奮
、
新
し
い
環
境
の
喜
び
と
い

っ
た
感
覚
は
な
か
っ
た
。
七
年
ぶ
り
の
ア
メ
リ
カ
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
た
。
日
本
の
生
活
に
適
応
す
る
の
に
汲
々
と
し
す
ぎ
た
た
め
か
、
今
度
は
ア
メ
リ
カ

の
生
活
に
再
適
応
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
五
〇
年
台
の
学
生
時
代
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
に
ふ
け
る
あ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
を
理
想
化
し
す
ぎ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
結
局
、
二
度
目
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
は
、
私
の
ア
メ
リ
カ
体
験
に
と
り
わ
け
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
な
か
っ
た
。」（
二
一
八
―

二
一
九
頁
）
本
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
麻
田
教
授
は
そ
の
後
、
在
外
研
究
で
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
滞
在
す
る
機

会
を
も
た
れ
た
。
こ
の
時
も
滞
在
先
の
文
化
に
の
め
り
こ
む
こ
と
は
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

（
8
）　

こ
の
た
め
新
任
教
員
に
は
（
よ
っ
ぽ
ど
の
事
情
が
な
い
限
り
）
行
政
職
を
負
担
さ
せ
な
い
か
、
さ
せ
て
も
最
小
限
に
抑
え
る
の
が
、
北
米
の
大
学
で
は
普
通
で
あ
る
。

（
9
）　
「
で
は
、ど
う
し
て
こ
ん
な
同
志
社
に
見
切
り
を
つ
け
て
、他
の
も
っ
と
居
心
地
の
よ
い
、研
究
条
件
の
優
れ
た
大
学
に
さ
っ
さ
と
移
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
し
た
後
、

教
授
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
せ
っ
か
く
自
分
が
中
心
に
な
っ
て
集
め
た
ア
メ
リ
カ
研
究
所
の
『
日
本
一
の
』
蔵
書
か
ら
離
れ
た
く
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。」

（
二
〇
五
頁
）

（
10
）　

麻
田
教
授
個
人
の
性
格
と
同
志
社
大
学
の
特
殊
事
情
を
離
れ
て
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
文
化
と
日
本
文
化
と
の
対
立
で
あ
っ
た
。
す
わ
な
ち
ア
メ
リ
カ
の

合
理
主
義
と
競
争
・
実
力
主
義
（
さ
ら
に
は
透
明
性
と
説
明
責
任
を
求
め
る
態
度
）
と
日
本
の
権
威
主
義
と
人
情
主
義
（
そ
れ
に
「
和
を
尊
ぶ
精
神
」）
と
の
対
立
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
仮
に
麻
田
教
授
が
他
の
日
本
の
大
学
に
勤
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
基
本
的
な
構
図
は
変
わ
ら
な
か

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
11
）　

い
う
ま
で
も
な
く
、
麻
田
史
学
の
手
法
は
史
料
を
使
う
伝
統
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
文
化
史
や
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
「
反
史
料
主
義
」
の
そ
れ
と
は
対

極
の
も
の
で
あ
る
。
原
爆
投
下
と
日
本
の
降
伏
決
定
に
関
す
る
論
争
に
お
け
る
麻
田
教
授
の
立
論
方
法
を
見
れ
ば
明
確
で
あ
ろ
う
。C

u
ltu

r
e
 S

h
o
c
k
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n
d
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所
収
の
論
文
の
他
、
日
本
語
で
は
本
書
二
三
三
―

二
三
四
頁
な
ら
び
に
麻
田
貞
雄
「『
原
爆
投
下
』
よ
り
『
ソ
連
参
戦
』
を
日
本

降
伏
の
主
因
を
見
な
す
と
は
」『
諸
君
！
』
二
〇
〇
六
年
九
月
号
を
参
照
せ
よ
。

（
12
）　

M
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（
二
三
六
五
）


